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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対向する同一の２つの端面であって、端面はそれぞれ、切削インサートの端面を平面視
したときに概して長方形である端面と、
　対向する２つの副側面に連結された概して平行四辺形の対向する同一の２つの主側面を
備え、前記対向する２つの端面の間を延びる周囲側面と、
　各端面と前記周囲側面との交差部分に形成された周囲切刃であって、周囲切刃はそれぞ
れ前記主側面の端面との交差部分において形成された主切刃を含む周囲切刃と、
　前記２つの主側面の間に位置し前記切削インサートの中心面Ｍに垂直である主平面Ｐ２
と、
　前記２つの副側面の間に位置し前記中心面Ｍと前記主平面Ｐ２の両方に垂直である副平
面Ｐ１とを備え、
　各端面は、対角線上に対向した２つの低いコーナー部、および対角線上に対向した２つ
の高いコーナー部を有する４つのコーナー部を有し、前記低いコーナー部は、前記高いコ
ーナー部より前記切削インサートの中心面Ｍに近く、前記中心面Ｍは、前記対向する端面
の間に位置し、
　端面はそれぞれ、４つの別々の平面の当接面を備え、
　前記副平面Ｐ１に平行な、前記切削インサートの各断面を平面視したときに、前記４つ
の平面の当接面はいずれも、前記中心面Ｍに平行ではないことを特徴とするフライスで使
用するためのタンジェンシャル切削インサート。
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【請求項２】
　前記対向する同一の２つの端面の１つの前記４つの平面の当接面は、２対になるように
配置され、それぞれの対は２つの当接面を有し、前記２対のうち一方の対は、前記主平面
Ｐ２を挟んだ２つの領域の一方の領域に位置し、前記２対のうち他方の対は、前記主平面
Ｐ２を挟んだ２つの領域の他方の領域に位置することを特徴とする請求項１に記載の切削
インサート。
【請求項３】
　前記主平面Ｐ２を挟んだ２つの領域の一方の領域に位置する２つの平面の当接面は、前
記主平面Ｐ１を挟んだ２つの領域のそれぞれの領域に位置することを特徴とする請求項２
に記載の切削インサート。
【請求項４】
　前記２対のうち一方の対の２つの平面の当接面は、前記中心面Ｍに対して異なる傾斜を
有することを特徴とする請求項３に記載の切削インサート。
【請求項５】
　前記２対のうち一方の対の２つの平面の当接面は、前記中心面Ｍに対して反対方向に傾
斜することを特徴とする請求項４に記載の切削インサート。
【請求項６】
　前記切削インサートの前記副平面Ｐ１に平行な平面における前記切削インサートの各断
面において、前記端面は、輪郭が滑らかに変化することを特徴とする請求項１に記載の切
削インサート。
【請求項７】
　前記４つの平面の当接面はいずれも、前記周囲の端面に関して突出していないことを特
徴とする請求項１に記載の切削インサート。
【請求項８】
　各端面の前記４つの平面の当接面はそれぞれ、２つの短い縁部の間を延びる２つの長い
縁部を有する細長い形状であることを特徴とする請求項１に記載の切削インサート。
【請求項９】
　前記２つの長い縁部は、前記切削インサートの端面を平面視したときに前記主平面Ｐ２
に平行であることを特徴とする請求項８に記載の切削インサート。
【請求項１０】
　前記主側面および副側面は、角側面において連結されることを特徴とする請求項１に記
載の切削インサート。
【請求項１１】
　前記切削インサートは、右勝手切削インサートであることを特徴とする請求項１に記載
の切削インサート。
【請求項１２】
　前記切削インサートは、左勝手切削インサートであることを特徴とする請求項１に記載
の切削インサート。
【請求項１３】
　対向する同一の２つの端面であって、端面はそれぞれ、切削インサートの端面を平面視
したときに概して長方形である端面と、
　対向する２つの副側面に連結された概して平行四辺形の対向する同一の２つの主側面を
備え、前記対向する２つの端面の間を延びる周囲側面と、
　各端面と前記周囲側面との交差部分に形成された周囲切刃とを備え、
　各端面は、対角線上に対向した２つの低いコーナー部、および対角線上に対向した２つ
の高いコーナー部を有する４つのコーナー部を有し、前記低いコーナー部は、前記高いコ
ーナー部より前記切削インサートの中心面Ｍに近く、前記中心面Ｍは、前記対向する端面
の間に位置し、
　端面はそれぞれ、４つの別々の平面の当接面を備え、前記４つの平面の当接面はいずれ
も、前記周囲の端面に関して突出しておらず、前記中心面Ｍに垂直であり両方の主側面に
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交差する平面における断面において、端面はそれぞれ断面の輪郭が滑らかに変化すること
を特徴とするフライスで使用するためのタンジェンシャル切削インサート。
【請求項１４】
　前記切削インサートは、右勝手切削インサートであることを特徴とする請求項１３に記
載の切削インサート。
【請求項１５】
　前記切削インサートは、左勝手切削インサートであることを特徴とする請求項１３に記
載の切削インサート。
【請求項１６】
　ポケット基部をほぼ横断する互いに隣接する側壁面および後壁面を有する少なくとも１
つのインサートポケットを備えたカッタ本体であって、前記側壁面は、軸方向位置決め面
を備え、前記後壁面は、２つの長方形の接線方向位置決め面を備え、第１の接線方向位置
決め面は、前記軸方向位置決め面の近位にあり、第２の接線方向位置決め面は、前記軸方
向位置決め面の遠位にあるカッタ本体と、
　前記少なくとも１つのインサートポケットに取り付けられた切削インサートと、を備え
るフライスであって、
　前記切削インサートは、（ａ）対向する同一の２つの端面であって、端面はそれぞれ、
前記切削インサートの端面を平面視したときに概して長方形である端面と、（ｂ）対向す
る２つの副側面に連結された概して平行四辺形の対向する同一の２つの主側面を備え、前
記対向する２つの端面の間を延びる周囲側面と、（ｃ）各端面と前記周囲側面との交差部
分に形成された周囲切刃と、を備え、
　各端面は、対角線上に対向した２つの低いコーナー部、および対角線上に対向した２つ
の高いコーナー部を有する４つのコーナー部有し、前記低いコーナー部は、前記高いコー
ナー部より前記切削インサートの中心面Ｍに近く、前記中心面Ｍは、前記対向する端面の
間に位置し、
　各端面は、２対になるように配置された、４つの別々の平面の当接面を備え、それぞれ
の対は２つの当接面を有し、第１の対は、前記切削インサートの主平面Ｐ２を挟んだ２つ
の領域の一方の領域に位置し、第２の対は、前記主平面Ｐ２を挟んだ２つの領域の他方の
領域に位置し、前記主平面Ｐ２は、前記２つの主側面の間に位置し前記中心面に垂直であ
り、
　前記４つの平面の当接面は、いずれも前記周囲の端面に関して突出しておらず、各対の
当接面の前記２つの平面の当接面は、前記中心面に対して反対方向に傾斜し、
　前記軸方向位置決め面は、前記切削インサートの前記副側面の１つの軸方向当接面に当
接し、
　前記２つの接線方向位置決め面は、前記２対のうち１対の平面の当接面に当接すること
を特徴とするフライス。
【請求項１７】
　前記第１および第２の接線方向位置決め面は、中心面Ｍに対して反対方向に傾斜し、前
記第１および第２の接線方向位置決め面の傾斜は、前記２対のうち１対の平面の当接面の
傾斜に合致することを特徴とする請求項１６に記載のフライス。
【請求項１８】
　同一ではない対向する２つの端面であって、端面はそれぞれ、切削インサートの端面図
を平面視したときに概して長方形である端面と、
　対向する２つの副側面に連結された概して台形の対向する２つの主側面を備え、前記対
向する２つの端面の間を延びる周囲側面と、
　各端面と前記周囲側面との交差部分において形成された周囲切刃であって、周囲切刃は
それぞれ、前記主側面の端面との交差部分において形成された主切刃を含む周囲切刃と、
　前記２つの主側面の間に位置し前記切削インサートの中心面Ｍに垂直である主平面Ｐ２
と、
　前記２つの副側面の間に位置し前記中心面Ｍと前記主平面Ｐ２の両方に垂直である副平
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面Ｐ１とを備え、
　各端面は、対角線上に対向した２つの低いコーナー部、および対角線上に対向した２つ
の高いコーナー部を有する４つのコーナー部を有し、前記低いコーナー部は、前記高いコ
ーナー部より前記切削インサートの中心面Ｍに近く、前記中心面Ｍは、前記対向する端面
の間に位置し、
　端面はそれぞれ、４つの別々の平面の当接面を備え、
　前記副平面Ｐ１に平行な、前記切削インサートの各断面を平面視したときに、前記４つ
の平面の当接面はいずれも、前記中心面Ｍに平行ではないことを特徴とするフライスで使
用するための両勝手タンジェンシャル切削インサート。
【請求項１９】
　前記対向する同一の２つの端面の１つの前記４つの平面の当接面は、２対になるように
配置され、それぞれの対は２つの当接面を有し、前記２対のうち一方の対は、前記主平面
Ｐ２を挟んだ２つの領域の一方の領域に位置し、前記２対のうち他方の対は、前記主平面
Ｐ２を挟んだ２つの領域の他方の領域に位置することを特徴とする請求項１８に記載の切
削インサート。
【請求項２０】
　前記主平面Ｐ２を挟んだ２つの領域の一方の領域に位置する２つの平面の当接面は、前
記主平面Ｐ１を挟んだ２つの領域のそれぞれの領域に位置し、前記副平面Ｐ１は、前記２
つの副側面の間に位置し前記中心面Ｍおよび前記主平面Ｐ２に対して垂直であることを特
徴とする請求項１９に記載の切削インサート。
【請求項２１】
　前記２対のうち一方の対の２つの平面の当接面は、前記中心面Ｍに対して異なる傾斜を
有することを特徴とする請求項２０に記載の切削インサート。
【請求項２２】
　前記２対のうち一方の対の２つの平面の当接面は、前記中心面Ｍに対して反対方向に傾
斜することを特徴とする請求項２１に記載の切削インサート。
【請求項２３】
　前記切削インサートの前記副平面Ｐ１に平行な平面における前記切削インサートの各断
面において、前記端面は、輪郭が滑らかに変化することを特徴とする請求項１８に記載の
切削インサート。
【請求項２４】
　前記４つの平面の当接面はいずれも、前記周囲の端面に関して突出していないことを特
徴とする請求項１８に記載の切削インサート。
【請求項２５】
　各端面の前記４つの平面の当接面はそれぞれ、２つの短い縁部の間を延びる２つの長い
縁部を有する細長い形状であることを特徴とする請求項１８に記載の切削インサート。
【請求項２６】
　前記２つの長い縁部は、前記切削インサートの端面を平面視したときに前記主平面Ｐ２
に平行であることを特徴とする請求項２５に記載の切削インサート。
【請求項２７】
　前記主側面および副側面はそれぞれ、前記中心面Ｍの周りに鏡面対称性を有することを
特徴とする請求項１８に記載の切削インサート。
【請求項２８】
　同一ではない対向する２つの端面であって、端面はそれぞれ、切削インサートの端面を
平面視したときに概して長方形である端面と、
　対向する２つの副側面に連結された概して台形の対向する２つの主側面を備え、前記対
向する２つの端面の間を延びる周囲側面と、
　各端面と前記周囲側面との交差部分において形成された周囲切刃とを備え、
　各端面は、対角線上に対向した２つの低いコーナー部、および対角線上に対向した２つ
の高いコーナー部を有する４つのコーナー部を有し、前記低いコーナー部は、前記高いコ
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ーナー部より前記切削インサートの中心面Ｍに近く、前記中心面Ｍは、前記対向する端面
の間に位置し、
　端面はそれぞれ、４つの別々の平面の当接面を備え、前記４つの平面の当接面はいずれ
も、前記周囲の端面に関して突出しておらず、前記中心面Ｍに垂直であり両方の主側面に
交差する平面における断面において、端面はそれぞれ断面の輪郭が滑らかに変化すること
を特徴とする両勝手タンジェンシャル切削インサート。
【請求項２９】
　ポケット基部をほぼ横断する互いに隣接する側壁面および後壁面を有する少なくとも１
つのインサートポケットを備えたカッタ本体であって、前記側壁面は、軸方向位置決め面
を備え、前記後壁面は、２つの長方形の接線方向位置決め面を備え、第１の接線方向位置
決め面は、前記軸方向位置決め面の近位にあり、第２の接線方向位置決め面は、前記軸方
向位置決め面の遠位にあるカッタ本体と、
　前記少なくとも１つのインサートポケットに取り付けられた両勝手タンジェンシャル切
削インサートと、を備えるスロットカッタであって、
　前記両勝手タンジェンシャル切削インサートは、（ａ）同一ではない対向する２つの端
面であって、端面はそれぞれ、前記切削インサートの端面を平面視したときに概して長方
形である端面と、（ｂ）対向する２つの副側面に連結された概して台形の対向する２つの
主側面を備え、前記対向する２つの端面の間を延びる周囲側面と、（ｃ）各端面と前記周
囲側面との交差部分において形成された周囲切刃と、を備え、
　各端面は、対角線上に対向した２つの低いコーナー部、および対角線上に対向した２つ
の高いコーナー部を有する４つのコーナー部を有し、前記低いコーナー部は、前記高いコ
ーナー部より前記切削インサートの中心面Ｍに近く、前記中心面Ｍは、前記対向する端面
の間に位置し、
　各端面は、２対になるように配置された、４つの別々の平面の当接面を備え、それぞれ
の対は２つの当接面を有し、第１の対は、前記切削インサートの主平面Ｐ２を挟んだ２つ
の領域の一方の領域に位置し、第２の対は、前記主平面Ｐ２を挟んだ２つの領域の他方の
領域に位置し、前記主平面Ｐ２は、前記２つの主側面の間に位置し前記中心面Ｍに垂直で
あり、
　前記４つの平面の当接面は、いずれも前記周囲の端面に関して突出しておらず、各対の
当接面の前記２つの平面の当接面は、前記中心面Ｍに対して反対方向に傾斜し、前記軸方
向位置決め面は、前記切削インサートの前記副側面の１つの軸方向当接面に当接し、
　前記２つの接線方向位置決め面は、前記２対のうち１対の平面の当接面に当接すること
を特徴とするスロットカッタ。
【請求項３０】
　前記第１および第２の接線方向位置決め面は、中心面Ｍに対して反対方向に傾斜し、前
記第１および第２の接線方向位置決め面の傾斜は、前記２対のうち１対の平面の当接面の
傾斜に合致することを特徴とする請求項２９に記載のロットカッタ。
【請求項３１】
　前記ポケット基部の前記側壁面および後壁面は、それらの間に鈍角をなすことを特徴と
する請求項２９に記載のスロットカッタ。
【請求項３２】
　対向する２つの端面であって、端面はそれぞれ、切削インサートの端面を平面視したと
きに概して長方形である端面と、
　対向する２つの副側面に連結された対向する２つの主側面を備え、前記対向する２つの
端面の間を延びる周囲側面と、
　前記２つの主側面の間を延び内腔軸を有する貫通穴と、
　各端面と前記周囲側面との交差部分に形成された周囲切刃であって、周囲切刃はそれぞ
れ前記主側面と端面との交差部分において形成された主切刃を含む周囲切刃と、
　前記２つの主側面の間に位置し前記切削インサートの中心面Ｍに垂直である主平面Ｐ２
と、
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　前記２つの副側面の間に位置し前記中心面Ｍと前記主平面Ｐ２の両方に垂直である副平
面Ｐ１とを備え、
　各端面は、対角線上に対向した２つの低いコーナー部、および対角線上に対向した２つ
の高いコーナー部を有する４つのコーナー部を有し、前記低いコーナー部は、前記高いコ
ーナー部より前記切削インサートの中心面Ｍに近く、前記中心面Ｍは、前記対向する端面
の間に位置し、
　端面はそれぞれ、第１および第２の当接部分を備え、
　（ａ）前記第１の当接部分は、前記副平面Ｐ１を挟んだ２つの領域の第１の領域に位置
し、前記第２の当接部分は、前記副平面Ｐ１を挟んだ２つの領域の第２の領域に位置し、
　（ｂ）前記第１および第２の当接部分は、互いに間隔をあけて配置され、
　前記第１の当接部分は、前記主平面Ｐ２を挟んだ２つの領域の第１の領域に位置する第
１の当接面を備え、
　前記第２の当接部分は、前記主平面Ｐ２を挟んだ２つの領域の前記第１の領域に位置す
る第２の当接面を備え、
　（ａ）前記副平面Ｐ１に平行な平面における（ｂ）所与の端面の前記第１の当接面を貫
通する、前記切削インサートの各断面において、前記第１の当接面は、前記中心面Ｍに対
して第１の方向に傾斜し、
　（ａ）前記副平面Ｐ１に平行な平面における（ｂ）前記所与の端面の前記第２の当接面
を貫通する、前記切削インサートの各断面において、前記第２の当接面は、前記中心面Ｍ
に対して第２の方向に傾斜し、前記第２の方向は、前記第１の方向とは反対であることを
特徴とするタンジェンシャル切削インサート。
【請求項３３】
　前記第１および第２の当接面は、前記周囲の端面に関して突出していないことを特徴と
する請求項３２に記載のタンジェンシャル切削インサート。
【請求項３４】
　前記副平面Ｐ１に平行な平面における前記切削インサートの各断面において、前記端面
は、輪郭が滑らかに変化することを特徴とする請求項３３に記載のタンジェンシャル切削
インサート。
【請求項３５】
　端面はそれぞれ、
　副平面Ｐ１の前記第１の当接面と同じ側に位置する第３の当接面と、
　副平面Ｐ１の前記第２の当接面と同じ側に位置する第４の当接面とをさらに備え、
　前記第３および第４の当接面は両方とも主平面Ｐ２を挟んだ２つの領域の第２の領域に
位置し、互いに間隔をあけて配置されることを特徴とする請求項３２に記載のタンジェン
シャル切削インサート。
【請求項３６】
　前記４つの当接面全てが平面であり、
　前記４つの当接面はいずれも前記中心面Ｍに平行ではないことを特徴とする請求項３５
に記載のタンジェンシャル切削インサート。
【請求項３７】
　前記４つの当接面はいずれも前記周囲の端面に関して突出していないことを特徴とする
請求項３５に記載の切削インサート。
【請求項３８】
　前記第３の当接面は、前記第１の当接面から間隔をあけて配置され、
　前記第４の当接面は、前記第２の当接面から間隔をあけて配置されることを特徴とする
請求項３５に記載のタンジェンシャル切削インサート。
【請求項３９】
　前記端面の形は同一であり、
　前記２つの主側面の形は同一であり、
　前記２つの副側面の形は同一であり、
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　前記切削インサートは右勝手切削インサートであることを特徴とする請求項３２に記載
の切削インサート。
【請求項４０】
　前記端面の形は同一であり、
　前記２つの主側面の形は同一であり、
　前記２つの副側面の形は同一であり、
　前記切削インサートは左勝手切削インサートであることを特徴とする請求項３２に記載
の切削インサート。
【請求項４１】
　前記端面の形は同一ではなく、
　前記切削インサートは両勝手切削インサートであることを特徴とする請求項３２に記載
の切削インサート。
【請求項４２】
　対向する２つの端面であって、端面はそれぞれ、切削インサートの端面を平面視したと
きに概して長方形である端面と、
　対向する２つの副側面に連結された対向する２つの主側面を備え、前記対向する２つの
端面の間を延びる周囲側面と、
　前記２つの主側面の間を延び内腔軸を有する貫通穴と、
　各端面と前記周囲側面との交差部分に形成された周囲切刃であって、周囲切刃はそれぞ
れ前記主側面と端面との交差部分において形成された主切刃を含む周囲切刃と、
　前記２つの主側面の間に位置し切削インサートの中心面Ｍに垂直である主平面Ｐ２と、
　前記２つの副側面の間に位置し前記中心面Ｍと前記主平面Ｐ２の両方に垂直である副平
面Ｐ１とを備え、
　各端面は、対角線上に対向した２つの低いコーナー部、および対角線上に対向した２つ
の高いコーナー部を有する４つのコーナー部を有し、前記低いコーナー部は、前記高いコ
ーナー部より前記切削インサートの中心面Ｍに近く、前記中心面Ｍは、前記対向する端面
の間に位置し、
　端面はそれぞれ、第１および第２の当接部分を備え、
　（ａ）前記第１の当接部分は、前記副平面Ｐ１を挟んだ２つの領域の第１の領域に位置
し、前記第２の当接部分は、前記副平面Ｐ１を挟んだ２つの領域の第２の領域に位置し、
　（ｂ）前記第１および第２の当接部分は、互いに間隔をあけて配置され、
　前記第１の当接部分は、前記主平面Ｐ２を挟んだ２つの領域の第１の領域に位置する第
１の当接面を備え、
　前記第２の当接部分は、前記主平面Ｐ２を挟んだ２つの領域の前記第１の領域に位置す
る第２の当接面を備え、　前記第１および第２の当接面のどちらも前記周囲の端面に関し
て突出しておらず、
　前記副平面Ｐ１に平行な平面における前記切削インサートの各断面において、端面はそ
れぞれ輪郭が滑らかに変化することを特徴とするタンジェンシャル切削インサート。
【請求項４３】
　端面はそれぞれ、
　副平面Ｐ１の前記第１の当接面と同じ側に位置する第３の当接面と、
　副平面Ｐ１の前記第２の当接面と同じ側に位置する第４の当接面とをさらに備え、
　前記第３および第４の当接面は両方とも主平面Ｐ２の第２の側にあり互いに間隔をあけ
て配置されることを特徴とする請求項４２に記載のタンジェンシャル切削インサート。
【請求項４４】
　前記４つの当接面全てが平面であり、
　前記４つの当接面はいずれも前記中心面Ｍに平行ではないことを特徴とする請求項４３
に記載のタンジェンシャル切削インサート。
【請求項４５】
　前記第３の当接面は、前記第１の当接面から間隔をあけて配置され、



(8) JP 5005540 B2 2012.8.22

10

20

30

40

50

　前記第４の当接面は、前記第２の当接面から間隔をあけて配置されることを特徴とする
請求項４３に記載のタンジェンシャル切削インサート。
【請求項４６】
　ポケット基部をほぼ横断する互いに隣接する側壁面および後壁面を有する少なくとも１
つのインサートポケットを備えたカッタ本体であって、前記側壁面は、軸方向位置決め面
を備え、前記後壁面は、２つの接線方向位置決め面を備え、第１の接線方向位置決め面は
、前記軸方向位置決め面の近位にあり、第２の接線方向位置決め面は、前記軸方向位置決
め面の遠位にあるカッタ本体と、
　前記少なくとも１つのインサートポケットに取り付けられた請求項３２によるタンジェ
ンシャル切削インサートと、を備えることを特徴とするフライス。
【請求項４７】
　前記軸方向位置決め面は、前記切削インサートの副側面に当接し、
　前記２つの接線方向位置決め面は、前記切削インサート端面に形成された第１および第
２の当接面に当接することを特徴とする請求項４６に記載のフライス。
【請求項４８】
　前記第１および第２の接線方向位置決め面は、互いに反対方向に傾斜することを特徴と
する請求項４７に記載のフライス。
【請求項４９】
　前記ポケット基部の前記側壁面および後壁面は、それらの間に鈍角をなすことを特徴と
する請求項４６に記載のフライス。
【請求項５０】
　ポケット基部をほぼ横断する互いに隣接する側壁面および後壁面を有する少なくとも１
つのインサートポケットを備えたカッタ本体であって、前記側壁面は、軸方向位置決め面
を備え、前記後壁面は、２つの接線方向位置決め面を備え、第１の接線方向位置決め面は
、前記軸方向位置決め面の近位にあり、第２の接線方向位置決め面は、前記軸方向位置決
め面の遠位にあるカッタ本体と、
　前記少なくとも１つのインサートポケットに取り付けられた請求項４２によるタンジェ
ンシャル切削インサートと、を備えることを特徴とするフライス。
【請求項５１】
　前記軸方向位置決め面は、前記切削インサートの副側面に当接し、
　前記２つの接線方向位置決め面は、前記切削インサート端面に形成された第１および第
２の当接面に当接することを特徴とする請求項５０に記載のフライス。
【請求項５２】
　前記第１および第２の接線方向位置決め面は、互いに反対方向に傾斜することを特徴と
する請求項５１に記載のフライス。
【請求項５３】
　前記ポケット基部の前記側壁面および後壁面は、それらの間に鈍角をなすことを特徴と
する請求項５０に記載のフライス。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、概して、金属切削加工で使用するための、詳細には、被削材に角形の肩状部
をフライス削りするための、刃先交換可能な（indexable）タンジェンシャル（ｔａｎｇ
ｅｎｔｉａｌ）切削インサートおよびフライスに関する。
【背景技術】
【０００２】
　タンジェンシャル切削インサートは、オンエッジ型（ｏｎ－ｅｄｇｅ）またはレイダウ
ン型（ｌａｙ　ｄｏｗｎ）切削インサートとしても知られており、切削動作中に被削材上
で切削力が切削インサートの主（より厚い方の）寸法に沿って向けられるように、インサ
ートホルダ内で方向付けされている。こうした配置の一利点は、切削力が切削インサート
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の副（より薄い方の）寸法に沿って向けられるように方向付けされるときより、切削イン
サートが大きな切削力に耐え得ることである。
【０００３】
　側面によって連結された対向した２つの概して長方形のすくい面を有する角錐台の形を
した割出し可能な両面タンジェンシャル切削インサートを採り入れた正面フライスが開示
されている（特許文献１参照。）。この切削インサートは、基本的な「負」の形状を有し
、したがって、正面フライスに取り付けられたときに切削インサートと被削材の間に必要
な隙間を提供するために、切削インサートは、負の軸方向すくい角を有する向きに方向付
けされている。しかし、負の軸方向すくい角は不利であり、例えば、材料の機械加工をす
るのが難しい適用分野では切削効率が不十分であることが分かっている。
【０００４】
　中ぐりバイトのヘッド用の割出し可能な両面タンジェンシャル切削インサートが開示さ
れている（特許文献２参照。）。このインサートには、各端部において突出した平面の島
状部分が備えられている。長い切刃はそれぞれ、突出した平面の島状部分に対して３°傾
いており、「インサートの軸方向すくい角」を画成する。各切刃の後方に下向きのランド
面があり、それは拡大する入射角表面と一体になって、切り屑ブレーカ溝を形成する。拡
大する入射角表面はそれぞれ、切削インサートの上面または底面のどちらにおいても、関
連する下向きのランド面から隣接する島状部分まで延びる。切削インサートは、左勝手ま
たは右勝手である。右勝手であるが裏返したときに左勝手になるように製造される。イン
サートの軸方向すくい角の大きさは、実用上の理由で制限されることを理解されたい。イ
ンサートの軸方向すくい角が増大すると、拡大入射角表面の「垂直方向」の広さが増大し
（特許文献２の図３を参照。）、それは切り屑の発生および排出の際の悪影響がある。
【０００５】
　切削インサートと被削材の間に必要な隙間が提供されているときでさえ正面フライスに
取り付けられたときに正の軸方向すくい角を有する割出し可能な両面タンジェンシャル切
削インサートが開示されている（特許文献３参照。）。こうした切削インサートは、右勝
手正面フライス用の２つの周囲切刃および左勝手正面フライス用の２つの周囲切刃を提供
する。側面図（特許文献３の図９を参照）では、切削インサートは概してひし形である。
各端面の主切刃１０は、互いにかつ中心に配置された突出した当接部材１２に関して平行
である（特許文献３の図７および８も参照）。切削インサートは、インサートポケット内
に維持され、動作していない端面の当接部材および隣接する動作していない逃げ面は、イ
ンサートポケットのそれぞれの支持面に当接している。動作していない端面の当接部材お
よび隣接する動作していない逃げ面は、鋭角をなす取付コーナー部において結合する。動
作している切刃の軸方向すくい角を変えるためには、インサートポケットを回転しなけれ
ばならないか、または異なる取付角度の取付コーナー部を有する切削インサートを使用し
なければならない。どちらの場合でも、異なるフライスを使用しなければならない。さら
に、軸方向すくい角と逃げ角は相互依存しており、軸方向逃げ角が変化すると逃げ角はそ
れに応じて変化し、それはいつも望ましいわけではない。
【０００６】
　それらの間を延びる対向する同一の２つの主側面および対向する同一の２つの副側面を
備えた対向する同一の２つの端面を有する割出し可能な両面タンジェンシャル切削インサ
ートが開示されている（特許文献４参照。）。端面はそれぞれ、切刃と２つが低く２つが
高い４つのコーナー部とを含む周囲縁部を有する。この切削インサートは、フライスの所
与の回転の方向のための４つの主切刃を有し、主切刃はそれぞれ、フライスに動作する切
刃として取り付けられるときに正の軸方向すくい角を有する。各端面には、少なくとも１
つの突出した当接面を有する少なくとも１つの突出した当接部材が設けられており、主側
面のどの側面図においても、少なくとも１つの突出した当接面が凹型である。突出した当
接部材の側面が、切り屑ディフレクタを構成する。こうした突出した当接部材は、切り屑
の発生および排出の際の悪影響を最小限に抑えるように配置される。
【０００７】
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　切り屑の発生および排出の際の当接部材の悪影響をさらに最小限に抑えようとして、開
示されているインサート（特許文献３参照。）に似ているが当接部材の形状が異なる、割
出し可能な両面タンジェンシャル切削インサートが開示されている（特許文献５参照。）
。開示されている切削インサート（特許文献５参照。）の各端部における当接部材の形状
は、切削インサートの副平面に平行な平面における切削インサートの各断面において、当
接面が主切刃のそれぞれの先端部分よりも中心面に近くなるようになっている。こうした
切削インサートによる改良にもかかわらず、当接部材は、一定の状況において、切削条件
によっては切り屑の発生および排出の際の悪影響を有することがある切り屑に、いまだに
切り屑ディフレクタを提供する。
【０００８】
【特許文献１】ＥＰ０７６９３４１
【特許文献２】米国特許第５３３３９７２号明細書
【特許文献３】国際公開第９６／３５５３６号パンフレット
【特許文献４】国際公開第０３／１０１６５５号パンフレット
【特許文献５】国際公開第２００４／０５０２８３号パンフレット
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明の一目的は、フライスの所与の回転の方向のための４つの主切刃を有し、主切刃
がそれぞれ、フライスに動作する切刃として取り付けられたときに正の軸方向すくい角を
有する、割出し可能な両面タンジェンシャル切削インサートを提供することである。好ま
しくは、こうした割出し可能な両面タンジェンシャル切削インサートは、被削材に角形の
肩状部をフライス削りすることができる。本発明の他の目的は、本発明による切削インサ
ートをその中に保持することのできるフライスを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の一態様によれば、
　フライスで使用するためのタンジェンシャル切削インサートであって、
　対向する同一の２つの端面であって、端面はそれぞれ、切削インサートの端面図が概し
て長方形である端面と、
　各端面が有する４つのコーナー部、すなわち対角線上に対向した２つの低いコーナー部
および対角線上に対向した２つの高いコーナー部であって、低いコーナー部は、高いコー
ナー部より切削インサートの中心面Ｍに近く、中心面Ｍは、対向する端面の間に位置する
コーナー部と、
　対向する２つの副側面に連結された概して平行四辺形の対向する同一の２つの主側面を
備え、対向する２つの端面の間を延びる周囲側面と、
　各端面と周囲側面との交差部分に形成された周囲切刃であって、周囲切刃はそれぞれ主
側面の端面との交差部分において形成された主切刃を含む周囲切刃とを備え、
　端面はそれぞれ、４つの別々の平面の当接領域を備え、４つの平面の当接領域はいずれ
も、中心面Ｍに平行ではない、タンジェンシャル切削インサートが提供される。
【００１１】
　一般に、所与の端面の４つの平面領域は、対になるように配置され、一方の対は、切削
インサートの主平面Ｐ２の一方の側に位置し、もう一方の対は、主平面Ｐ２のもう一方の
側に位置し、主平面Ｐ２は、主側面の間に位置し中心面に垂直である。
【００１２】
　きわめて一般的に、主平面Ｐ２の所与の側に位置する所与の対の平面領域を備えた２つ
の平面領域は、互いに副平面Ｐ１の反対側に位置し、副平面Ｐ１は、副側面の間に位置し
中心面Ｍおよび主平面Ｐ２に対して垂直である。
【００１３】
　さらに一般に、所与の対の平面領域を備えた２つの平面領域は、互いに平行ではない。
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【００１４】
　好ましくは、所与の対の平面領域の２つの平面領域は、中心面に対して互いに反対方向
に傾斜する。
【００１５】
　好ましくは、切削インサートの副平面Ｐ１に平行な平面における切削インサートの各断
面において、端面は、輪郭が滑らかに変化する。
【００１６】
　好ましくは、各端面の４つの平面領域はそれぞれ、２つの短い縁部の間を延びる２つの
長い縁部を有する細長い形状である。
【００１７】
　好ましくは、２つの長い縁部は、主平面Ｐ２に対して平行である。
【００１８】
　本発明の他の態様によれば、
　ポケット基部をほぼ横断する互いに隣接する側壁面および後壁面を有する少なくとも１
つのインサートポケットを備えたカッタ本体であって、側壁面は、軸方向位置決め面を備
え、後壁面は、２つの長方形の接線方向位置決め面を備え、第１の接線方向位置決め面は
、軸方向位置決め面の近位にあり、第２の接線方向位置決め面は、軸方向位置決め面の遠
位にあるカッタ本体と、
　少なくとも１つのインサートポケットに取り付けられた、本発明による切削インサート
とを備え、
　軸方向位置決め面は、切削インサートの副側面の１つの軸方向当接領域に当接し、
　２つの接線方向位置決め面は、２対のうち１対の平面の当接領域に当接するフライスも
提供される。
【００１９】
　好ましくは、第１および第２の接線方向位置決め面は、反対方向に傾斜した接線方向位
置決め面に合致するように、互いに反対方向に傾斜する。
【００２０】
　さらに他の態様では、本発明は、
　両勝手タンジェンシャル切削インサートであって、
　同一ではない対向する２つの端面であって、端面はそれぞれ、前記切削インサートの端
面図において概して長方形である端面と、
　各端面が有する４つのコーナー部、すなわち対角線上に対向した２つの低いコーナー部
および対角線上に対向した２つの高いコーナー部であって、前記低いコーナー部は、前記
高いコーナー部より前記切削インサートの中心面Ｍに近く、前記中心面Ｍは、前記対向す
る端面の間に位置するコーナー部と、
　対向する２つの副側面に連結された概して台形の対向する２つの主側面を備え、前記対
向する２つの端面の間を延びる周囲側面と、
　各端面と前記周囲側面との交差部分において形成された周囲切刃であって、周囲切刃は
それぞれ、前記主側面の端面との交差部分において形成された主切刃を含む周囲切刃とを
備え、
　端面はそれぞれ、４つの別々の平面の当接領域を備え、前記４つの平面の当接領域はい
ずれも、前記中心面Ｍに平行ではない、両勝手タンジェンシャル切削インサートである。
【００２１】
　好ましくは、主および副側面は全て、中心面Ｍに関して鏡面対称性を有する。
【００２２】
　さらに他の態様では、本発明はさらに、このような両勝手タンジェンシャル切削インサ
ートがその中に取り付けられる少なくとも１つのインサート収容ポケットを有するスロッ
トカッタを対象とする。
【００２３】
　よりよく理解するために、次に、本発明を添付の図面を参照して例示のみによって説明
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する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２４】
　まず、図１から６に注目すると、本発明による右勝手切削インサート１０がそこに示さ
れている。図は一律の縮尺に従わずに描かれていることに留意されたい。例えば、図４は
、見やすいように他の図より大きい縮尺で描かれている。切削インサート１０は、タンジ
ェンシャルかつ割出し可能であり、一般に成形プレス（ｆｏｒｍ－ｐｒｅｓｓｉｎｇ）お
よび焼結炭化物粉末によって製造される。切削インサート１０は、概して端面が長方形で
あり、対向する同一の２つの端面１２を有する。端面１２はそれぞれ、２つの端面１２を
貫通する第１の軸Ａ１の周りに１８０°回転対称性である。
【００２５】
　周囲側面１４が、対向する２つの端面１２の間を延び、対向する同一の２つの副側面１
６、対向する同一の２つの主側面１８、および４つの角側面２２を備える。隣接する副側
面および主側面１６、１８の対はそれぞれ、共通の角側面２２で連結されている。対向す
る同一の２つの主側面１８はそれぞれ、第２の軸Ａ２の周りに１８０°回転対称性であり
、軸Ａ２は、第１の軸Ａ１に関して垂直である。
【００２６】
　同様に、対向する同一の２つの副側面１６はそれぞれ、第３の軸Ａ３の周りに１８０°
回転対称性であり、軸Ａ３は、対向する副側面１６を貫通している。第３の軸Ａ３は、第
１の軸Ａ１および第２の軸Ａ２に垂直である。切削インサートの副平面Ｐ１が、第１の軸
Ａ１および第２の軸Ａ２によって画成され、切削インサート１０の主平面Ｐ２が、第１の
軸Ａ１および第３の軸Ａ３によって画成され、中心面Ｍが、第２の軸Ａ２および第３の軸
Ａ３によって画成される。
【００２７】
　切削インサートには貫通穴２３が設けられており、その穴２３は、主側面１８の間を延
び、第２の軸Ａ２と一致する内腔軸Ｂを有する。
【００２８】
　端面１２はそれぞれ、４つのコーナー部、すなわち対角線上に対向した２つの高いコー
ナー部２４および対角線上に対向した２つの低いコーナー部２６を有する。低いコーナー
部２６は、高いコーナー部２４より中心面Ｍに近い。角側面２２はそれぞれ、対向する２
つの端面１２のうちの一方の所与の高いコーナー部２４と、対向する２つの端面１２のう
ちのもう一方の所与の低いコーナー部２６との間を延びる。端面１２はそれぞれ、４つの
別々の平面領域２８（２８ａ’、２８ｂ’、２８ａ”、２８ｂ”）を有する。以下でさら
に詳細に考察するように、平面領域２８は、フライスの切削インサート１０を位置決めす
るための当接面を構成する。
【００２９】
　副側面１６はそれぞれ、２つの外側分割副側面３２が両側に境を接している中央分割副
側面３０を含む、３つの分割副側面に分割される。中央分割副側面３０と外側分割副側面
３２は、接合箇所３４で出合う。中央分割副側面３０は、形が概して帯状で平坦で副平面
Ｐ１に平行であり、主平面Ｐ２に対して角度αの方を向いている（図２を参照）。角度α
は、接合箇所３４のうち１つと主平面Ｐ２との間に画成される。外側分割副側面３２は、
形が概して三角形であり、中央分割副側面３０の平面には位置しないが、それに対して角
度βの方を向いている（図３を参照）。本発明の特定の適用例によれば、角度βは約３°
である。
【００３０】
　平面領域２８はそれぞれ、２つの短い縁部３８の間を延びる２つの長い縁部３６を有す
る細長い形である。好ましくは、その２つの長い縁部は、主平面Ｐ２に平行である。各端
面１２の４つの平面領域２８は、対になるように配置される。一方の対の平面領域２８ａ
’、２８ｂ’は、主平面Ｐ２の一方の側に配置され、もう一方の対の平面領域２８ａ”、
２８ｂ”は、主平面Ｐ２のもう一方の側に配置される。主平面Ｐ２の所与の側に配置され
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た所与の対の平面領域２８ａ’、２８ｂ’（２８ａ”、２８ｂ”）については、平面領域
の一方２８ａ’（２８ａ”）は、副平面Ｐ１の一方の側に配置され、もう一方の平面領域
２８ｂ’（２８ｂ”）は、副平面Ｐ１のもう一方の側に配置される。平面領域の各対につ
いては、平面領域の一方２８ｂ’、２８ｂ”は、もう一方２８ａ’、２８ａ”より主平面
Ｐ２から離して配置されることに留意されたい。
【００３１】
　周囲切刃４０が、各端面１２と周囲側面１４の交差部分に形成される。各端面１２では
、周囲切刃４０は、主側面１８の端面１２との交差部分によって形成された２つの主切刃
４２と、副側面１６の端面１２との交差部分によって形成された２つの副切刃４４と、角
側面２２の端面１２との交差部分によって形成された４つの角切刃４６とを備える。すく
い面４８が、端面１２において周囲切刃４０に隣接し、切削動作中に被削材から除去され
る切り屑がすくい面に沿って流れる。このすくい面４８は、端面１２のうち切り屑がそれ
に沿って流れる領域上を周囲切刃４０から内側に延びる。したがって、すくい面４８の実
際の範囲は、切削条件およびフライス削りされる材料に左右される。概して、主切刃４２
については、すくい面４８は、切刃４２から少なくとも主平面Ｐ２まで延びることができ
る。
【００３２】
　次に図７Ａから７Ｇを参照する。平面領域２８（２８ａ’、２８ｂ’、２８ａ”、２８
ｂ”）は、フライス工具のインサートポケット内で切削インサートを支持する当接面を構
成し、その周囲の端面１２に関して突出していないことが分かる。副平面Ｐ１に平行な平
面における切削インサート１０の各断面において、端面１２、およびしたがってすくい面
４８は、輪郭が滑らかに変化する。これは、切り屑の発生を良好にすることを可能にし、
それにより輪郭が滑らかに変化しない場合の切り屑の発生の際の悪影響を大幅に低減させ
る。図示のいくつかの断面において、平面領域２８（２８ａ’、２８ｂ’、２８ａ”、２
８ｂ”）は、この輪郭の直線部分になる。
【００３３】
　主平面Ｐ２の一方に配置された所与の対の平面領域２８ａ’、２８ｂ’については、第
１の平面領域２８ａ’は、中心面Ｍに平行な平面Ｍ’に対してある方向に傾斜するが、第
２の平面領域２８ｂ’は、反対方向に傾斜することに留意されたい。図７Ａから７Ｇでは
、中心面Ｍに平行な平面Ｍ’に対するこれらの傾斜は、一方の対の平面領域２８ａ’、２
８ｂ’に関して示したが、切削インサート１０が対称なので、もう一方の対の平面領域２
８ａ”、２８ｂ”に関しても同じ特性がある。明らかに、上述の平面領域の傾斜の方向の
特性は、中心面に平行な全ての平面に対して可能なように、中心面に対して等価に定義す
ることができる。あるいは、デカルト座標系に関して、所与の対の平面領域２８ａ’、２
８ｂ’の場合、所与の端面１２の輪郭の傾斜は、第１の平面領域２８ａ’を表す直線部分
は負であり、第２の平面領域２８ｂ’を表す直線部分は正である。
【００３４】
　次に図８に注目すると、回転軸Ｒに関するフライス５０が示されており、フライスは、
カッタ本体５２を有し、カッタ本体は、複数の右勝手インサートポケット５４を備える。
各インサートポケット５４において、本発明による切削インサート１０は、締め付けねじ
（図示せず）によって留められている。明らかなように、各切削インサートは、被削材（
図示せず）とフライスの正面５６に隣接する切削インサートの副側面１６の間に隙間がで
きるように取り付けられる。
【００３５】
　インサートポケット５４の構造を図９に詳細に示す。インサートポケット５４は、基部
６２をほぼ横切る互いに隣接した側壁面および後壁面５８、６０を備える。基部６２には
、切削インサート１０をインサートポケット５４内に固定するための締め付けねじを受け
るねじ穴６４が設けられている。切削インサート１０がインサートポケット５４に固定さ
れるときに、径方向内側の主側面は、インサートポケット５４の基部６２に当接する。側
壁面５８は、中央分割副側面３０に沿って切削インサート１０の所与の副側面１６に当接
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する軸方向位置決め面を構成する。外側分割副側面３２が、中央分割副側面３０の平面に
位置しないがそれに対して傾斜していることにより、側壁面５８は、中央分割副側面３０
に沿って所与の副側面１６に確実に当接することになる。
【００３６】
　後壁面６０には、２つの長方形の接線方向位置決め面６６ａ、６６ｂが設けられており
、外側接線方向位置決め面６６ａが、フライスの正面５６の近位に、または言い換えると
、側壁面５８（すなわち、軸方向位置決め面）の遠位にあり、内側接線方向位置決め面６
６ｂが、側壁面５８の近位にある。接線方向位置決め面６６ａ、６６ｂは、図１０にさら
に詳細に示される。この用語「内側」および「外側」は、インサート収容ポケット５４の
側壁面５８に関するものと解釈すべきである。
【００３７】
　図１１ａおよび１１ｂを参照すると、外側接線方向位置決め面６６ａは、基部６２に垂
直の平面Ｎに対してある方向に傾斜しており、内側接線方向位置決め面６６ｂは、反対の
方向に傾斜していることに留意されたい。
【００３８】
　外側および内側接線方向位置決め面６６ａ、６６ｂの互いに対する相対的な傾きは、切
削インサート１０の端面１２の対の平面領域２８ａ’、２８ｂ’（２８ａ”、２８ｂ”）
の相対的な傾きとほぼ同じ、または所望の場合は等しい。切削インサート１０がインサー
トポケット５４に保持されるときは、外側および内側接線方向位置決め面６６ａ、６６ｂ
は、主平面Ｐ２の片側に位置する所与の対の平面領域に当接する。例えば、外側接線方向
位置決め面６６ａは、所与の対の平面領域２８ａ’、２８ｂ’の一方の平面領域２８ａ’
に当接し（傾きがほぼ同じまたは等しいので、外側接線方向位置決め面６６ａと一方の平
面領域２８ａ’は、ほとんどまたは完全に互いに全領域で接する）、内側接線方向位置決
め面６６ｂは、所与の対のもう一方の平面領域２８ｂ’に当接する（やはり、その表面は
、ほとんどまたは完全に、全領域で互いに接する）。
【００３９】
　所与の対の平面領域２８ａ’、２８ｂ’（２８ａ”、２８ｂ”）の反対方向に傾斜する
平面領域のこのような構成、および反対方向に傾斜する接線方向位置決め面６６ａ、６６
ｂとの合致または実質上の合致により、切削インサートのインサートポケットへの取り付
けを安定させ、端面のその周囲の領域に関して突出していない平面領域２８ａ’、２８ｂ
’、２８ａ”、２８ｂ”を切削インサートの当接のために組み込むことにより、端面の輪
郭が滑らかに変化することを可能にし、切り屑の発生を良好にすることが可能になる。
【００４０】
　上述の特定の構成の場合、所与の端面１２の所与の主切刃、角切刃および副切刃４２、
４４、４６が動作するようになる。切削インサート１０をインサートポケット５４から取
り出し切削インサートを端面１２を貫通する軸Ａ１に関して１８０°だけ回転させること
により、所与の端面１２の動作していない主切刃、角切刃および副切刃４２、４４、４６
が、動作位置にもたらされることになる。この場合、外側および内側接線方向位置決め面
６６ａ、６６ｂは、所与の端面１２のもう一方の対の平面領域２８ａ”、２８ｂ”に当接
するようになる。切削インサートを副側面１６を貫通する軸Ａ３の周りで１８０°だけ回
転させることにより、対向する端面を動作している作業位置にもたらすことができる。
【００４１】
　前述の説明は、右勝手切削インサートを対象としてきた。図１２Ａ、１２Ｂ、１３Ａ、
１３Ｂおよび１３Ｃで明らかなように、本発明による左勝手切削インサートを作成するこ
とも可能である。図１２Ａは、左勝手切削インサート１１０を示し、図１２Ｂは、左勝手
インサートポケット１５４に取り付けられた切削インサート１１０を示す。
【００４２】
　左勝手インサートポケット１５４は、右勝手インサートポケット５４の鏡面対称である
。図１２Ｃで明らかなように、インサートポケット１５４は、フライスの正面１５６に形
成され、側壁面１５８、後壁面１６０およびねじ穴１６４がその中に形成されるポケット
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基部１６２を備える。後壁面１６０は、外側接線方向位置決め面１６６ａおよび内側接線
方向位置決め面１６６ｂを有する。
【００４３】
　左勝手切削インサート１１０は、右勝手切削インサート１０の鏡面対称である。したが
って、左勝手切削インサート１１０は、上端面および底端面１１２、および１対の主側面
１１８および１対の副側面１１６を備える周囲表面１１４を有する。図１３Ａの端面図で
明らかなように、切削インサート１１０の端面はそれぞれ、１対の主切刃１４２および１
対の副切刃１４４を備える周囲切刃１４０を有する。
【００４４】
　切削インサート１００の端面１１２には、４つの平面領域１２８ａ’、１２８ａ”、１
２８ｂ’および１２８ｂ”が設けられている。右勝手切削インサート１０の場合、第１対
の平面領域１２８ａ’および１２８ｂ’は、主平面Ｐ２の一方の側に位置し、第２対の平
面領域１２８ａ”および１２８ｂ”は、主平面Ｐ２のもう一方の側に位置する。さらに、
これらの対のそれぞれからの一方の要素（１２８ａ’および１２８ｂ”）は、副平面Ｐ１
の下方に位置し、各対からのもう一方の要素（１２８ａ”および１２８ｂ’）は、副平面
Ｐ１の上方に位置する。しかし、左勝手切削インサート１１０の場合、主平面Ｐ２からよ
り離れている対１２８ａ’、１２８ａ”は、右勝手切削インサート１０の主平面Ｐ２から
より離れている対の２８ｂ’、２８ｂ”とは反対にある（図１３Ａを図４と比較）。
【００４５】
　第１の勝手の切削インサート１０のように、左勝手の切削インサート１１０の各端面１
１２も、４つのコーナー部、すなわち対角線上に対向した２つの高いコーナー部１２４お
よび対角線上に対向した２つの低いコーナー部１２６を有する。図１３Ｃで明らかなよう
に、低いコーナー部１２６は、高いコーナー部１２４より左勝手切削インサート１１０の
中心面Ｍに近い。
【００４６】
　さらに、図１３Ｂで最も明らかなように、各副側面１１６は、２つの外側分割副側面１
３２が両側に境を接する中央分割副側面１３０を備える。しかし、左勝手切削インサート
１１０の分割側面１３０、１３２は、右勝手切削インサート１０上の対応する分割側面３
０、３２とは反対方向を向いている（図１３Ｂを図２と比較）。同様に、図１３Ｃで明ら
かなように、左勝手切削インサート１１０の主側面１１８は、右勝手切削インサート１０
の対応する主側面１８とは反対向きである（図１３Ｃを図５と比較）。
【００４７】
　図１４～１８は、本発明による両勝手切削インサート２１０を示す。右勝手切削インサ
ート１０または左勝手切削インサート１１０のいずれとも異なり、両勝手切削インサート
２１０は、２つの非同一の端面２１２ａ、２１２ｂを有する。第１の端面２１２ａは、右
勝手切削インサートの端面１２と同様の外観であり、第２の端面２１２Ｂは、左勝手切削
インサートの端面１１２と同様の外観である。上述の左勝手または右勝手切削インサート
のように、両勝手切削インサートには、主切刃２４２および副切刃２４４が設けられてお
り、それらの切刃は、周囲表面２１４と端面２１２ａ、２１２ｂとの交差部分の間に形成
される。
【００４８】
　図１６Ａは第１の端面２１２ａを示し、図１６Ｂは第２の端面２１２ｂを示す。図１６
Ａでは、副側面２１６ａは、そのページの右側に面し、図１６Ｂでは、そのページの左側
に面することに留意されたい。第１の端面２１２ａは、２つの高いコーナー部２２４ａ’
、２２４ａ”および２つの低いコーナー部２２６Ａ’、２２６Ａ”を有し、第２の端面２
１２ｂは、２つの高いコーナー部２２４Ａ’、２２４Ａ”および２つの低いコーナー部２
２６Ａ’、２２６Ａ”を有する。図１６Ａで最も明らかなように、第１の端面２１２ａは
、４つの平面領域２２８ａ’、２２８ｂ’、２２８ａ”および２２８ｂ”を有する。同様
に、図１６Ｂで最も明らかなように、第２の端面２１２ａも、４つの平面領域２７８ａ’
、２７８ｂ’、２７８ａ”および２７８ｂ”を有する。
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【００４９】
　各側面上では、一方の対の平面領域が、主平面Ｐ２の一方の側に形成され、もう一方の
対が、主平面Ｐ２のもう一方の側に形成される。さらに、こうした各対のうち一方の要素
が、副平面Ｐ１の一方の側に形成され、こうした各対のうちもう一方の要素が、副平面Ｐ
１のもう一方の側に形成される。
【００５０】
　第１の端面２１２ａが右勝手切削インサート１０の端面１２に類似し、第２の端面２１
２ｂが左勝手切削インサートの端面１１２に類似しているので、互いに対するかつ中心面
Ｍに対する各端面上の４つの当接領域間の関係は、上述のものと類似していることが理解
されよう。
【００５１】
　しかし、上述の右勝手または左勝手切削インサートのいずれとも異なり、両勝手切削イ
ンサートでは、第１の端面２１２ａと第２の端面２１２ｂとの位置が対応する平面領域は
、主平面Ｐ２に対して異なる間隔を有する。例として、第１の端面２１２ａ上の平面領域
２２８ａ”は、第２の端面２１２ｂ上に形成された位置が対応する平面領域２７８ａ”よ
り主平面Ｐ２の近くにある。
【００５２】
　図１５Ａおよび１５Ｂは、両勝手用右勝手インサート収容ポケット２５４に取り付けら
れた両勝手切削インサート２１０を示す。本発明の内容では、「両勝手用右勝手インサー
ト収容ポケット」とは、ポケットは、両勝手切削インサート２１０を受けるのに適してお
り、ポケット自体は、右勝手フライスの上に、または両勝手切削インサートを受けるのに
適した右勝手および左勝手ポケットを両方有するスロットカッタの「右勝手側」上に配置
または形成するのに適していることを意味する。したがって、右勝手インサート収容ポケ
ット２５４の鏡面対称である両勝手用左勝手インサート収容ポケットを形成することがで
きることが理解されよう。したがって、こうした両勝手用左勝手インサート収容ポケット
は、左勝手回転フライスまたはスロットカッタの「左勝手側」のいずれかで使用されるこ
とになる。
【００５３】
　両勝手用右勝手インサート収容ポケットは、それぞれポケット基部２６２をほぼ横切る
互いに隣接する側壁面２５８および後壁面２６０を含む。ポケット基部２６２には、締め
付けねじを受けるためのねじ穴２６４が設けられている。図１７Ｂで最も明らかなように
、両勝手用右勝手インサート収容ポケット２５４において、側壁面２５８は概して、後壁
面２６０と鈍角βをなす。これは、側壁面および後壁面５８、６０（または１５８、１６
０）は概してそれらの間に鋭角をなす、上述のこうした右勝手ポケット５６および左勝手
ポケット１５６とは対照的である。
【００５４】
　両勝手用右勝手ポケット２５４の後壁面２６０には、外側接線方向当接面２６６ａおよ
び内側接線方向当接面２６６ｂが設けられている。外側接線方向当接面２６６ａは、第２
の端面２１２ｂ上に形成された平面領域２７８ａ’または２７８ａ”と当接するように構
成され、内側接線方向当接面２６６ｂは、第２の端面２１２ｂ上に形成された平面領域２
７８ｂ’、２７８ｂ”と当接するように構成される。重要なことには、内側および外側接
線方向当接面２６６ａ、２６６ｂは、第１の端面２１２ａ上に形成されたどの平面領域２
２８ａ’、２２８ａ”、２２８ｂ’、２２８ｂ”とも当接するものではない。
【００５５】
　図１７Ａ、１７Ｂ、１８Ａおよび１８Ｂで明らかなように、両勝手切削インサート２１
０の周囲側面は、第１の副側面２１６Ａ、第２の副側面２１６Ｂ、第１の主側面２１８Ａ
および第２の主側面２１８Ｂを備える。
【００５６】
　図１７Ａを参照すると、第１の主側面２１８Ａは、両勝手切削インサート２１０の中心
面Ｍの周りに鏡面対称性を有し、この中心面Ｍは、第１の主側面２１８ａを、第１の端面
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２１２ａと関連している第１の部分２１９Ａと、第２の端面２１２Ｂと関連している第２
の部分２１９Ｂとに二等分する。第１の主側面２１８Ａは、形が概して台形であり、幅の
広い端部である幅Ｗ１は第１の副側面２１６ａの近位にあり、幅の狭い端部である幅Ｗ２
は第２の副側面２１６Ｂの近位にある。第２の主側面２１８Ｂは、類似の構造をしている
ことが理解されよう。
【００５７】
　図１７Ｂで明らかなように、切削インサート２１０が両勝手インサート収容ポケット２
５４に取り付けられるとき、第２の主側面２１８Ｂの幅の狭い端部は、ポケット２５４が
その中に形成される回転フライスの端部正面２５６の近位（およびしたがって後壁面２５
８の遠位）の点においてポケット基部２６２の隣にある。
【００５８】
　図１８Ａで明らかなように、第１の副側面２１６Ａも、中心面Ｍの周りに鏡面対称性を
有し、この中心面Ｍは、第１の副側面２１６Ａを、第１の端面２１２Ａと関連している第
１の部分２１７Ａと、第２の端面２１２Ｂと関連している第２の部分２１７Ｂとに二等分
する。第１の副側面２１６Ａは、第１の主側面２１８Ａと第２の主側面２１８Ｂの間を中
心面Ｍに沿って第１の方向に延びる。第１の副側面２１６Ａは、対向する端面２１２Ａ、
２１２Ｂに属する反対方向を向いたＳ字形の副切刃２４４の間を主平面Ｐ２に沿って第２
の方向に延びる。副側面２１６Ａは、隣接する第１の主側面２１８Ａと主角側面２２２ａ
で結合し、隣接する第２の主側面２１８Ｂと副角側面２２２ｂで結合する。副側面２１６
ａはさらに、主角側面２２２ａに隣接する当接面２３０と、当接面２３０と副角側面２２
２ｂの間の当接しない中間面２３２とを含む。第２の副側面２１６ｂが同様に構成される
ことが理解されよう。したがって、切削インサート２１０には、一方の組の対角線上に対
向するコーナー部における１対の主角側面２２２ａと、もう一方の組の対角線上に対向す
るコーナー部における１対の副角側面２２２ｂとが設けられており、４つの角側面がそれ
ぞれ、同一ではない端面２１２Ａ、２１２Ｂの間を延びる。
【００５９】
　図１８Ｂで明らかなように、副側面２１６Ａおよび主側面２１８Ｂに関連する副角側面
２２２ｂは、ポケット２５４がその中に形成されるスロットカッタの端部正面２５６の近
位（およびしたがって後壁面２５８の遠位）の点においてポケット基部２６２に隣接する
。
【００６０】
　本発明をある程度詳細に説明してきたが、添付の請求項に請求する本発明の範囲から逸
脱することなく様々な変更および改変を加えることができることを理解されたい。
【図面の簡単な説明】
【００６１】
【図１】本発明による右勝手切削インサートの斜視図である。
【図２】図１の切削インサートの第１の側面図である。
【図３】図２の線ＩＩＩ－ＩＩＩに沿った、切削インサートの断面図である。
【図４】図１に示す切削インサートの拡大端面図である。
【図５】図１に示す切削インサートの第２の側面図である。
【図６】図５の線ＶＩ－ＶＩに沿った、切削インサートの断面図である。
【図７Ａ】図４の線ＶＩＩＡ－ＶＩＩＡに沿った、切削インサートの部分断面図である。
【図７Ｂ】図４の線ＶＩＩＢ－ＶＩＩＢに沿った、切削インサートの部分断面図である。
【図７Ｃ】図４の線ＶＩＩＣ－ＶＩＩＣに沿った、切削インサートの部分断面図である。
【図７Ｄ】図４の線ＶＩＩＤ－ＶＩＩＤに沿った、切削インサートの部分断面図である。
【図７Ｅ】図４の線ＶＩＩＥ－ＶＩＩＥに沿った、切削インサートの部分断面図である。
【図７Ｆ】図４の線ＶＩＩＦ－ＶＩＩＦに沿った、切削インサートの部分断面図である。
【図７Ｇ】図４の線ＶＩＩＧ－ＶＩＩＧに沿った、切削インサートの部分断面図である。
【図８】本発明によるフライスの斜視図である。
【図９】右勝手インサートポケットを詳細に示す、本発明によるフライスのカッタ本体の
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一部分の斜視図である。
【図１０】図９に示すインサートポケットの細部を示す図である。
【図１１Ａ】図１０の線ＸＩＡ－ＸＩＡに沿った、インサートポケットの部分断面図であ
る。
【図１１Ｂ】図１０の線ＸＩＢ－Ｘ１Ｂに沿った、インサートポケットの部分断面図であ
る。
【図１２Ａ】本発明による左勝手切削インサートの斜視図である。
【図１２Ｂ】左勝手インサートポケットに取り付けられた、図１２Ａの左勝手切削インサ
ートの斜視図である。
【図１２Ｃ】切削インサートがその中に取り付けられていない、図１２Ｂの左勝手インサ
ートポケットの他の斜視図である。
【図１３Ａ】図１２Ａの左勝手切削インサートの端面図である。
【図１３Ｂ】図１２Ａの左勝手切削インサートの第１の側面図である。
【図１３Ｃ】図１２Ａの左勝手切削インサートの第２の側面図である。
【図１４Ａ】その第１の端部を示す本発明による両勝手切削インサートの斜視図である。
【図１４Ｂ】その第２を示す図１４Ａの両勝手切削インサートの他の斜視図である。
【図１５Ａ】両勝手インサート収容ポケットに取り付けられた図１４Ａおよび１４Ｂの切
削インサートを、動作する第１の端部とともに示す図である。
【図１５Ｂ】図１５Ａの両勝手インサート収容ポケットを示す図である。
【図１６Ａ】図１４Ａの両勝手切削インサートの第１の端面の平面図である。
【図１６Ｂ】図１４Ｂの両勝手切削インサートの第２の端面の平面図である。
【図１７Ａ】第１の端面がシートの下に面している、図１４Ａおよび１４Ｂの切削インサ
ートの第２の側面図である。
【図１７Ｂ】図１５Ａのインサート収容ポケットに取り付けられた、図１７Ａの向きの切
削インサートを示す図である。
【図１８Ａ】第１の端面がシートの下に面している、図１４Ａおよび１４Ｂの切削インサ
ートの第１の側面図である。
【図１８Ｂ】図１５Ａのインサート収容ポケットに取り付けられた、図１８Ａの向きの切
削インサートを示す図である。
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